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０．はじめに
　水は、人が生きていく上で必要不可欠なものである。「飲料水」として取水したり、「発電用」として取水
したりする。
　　（1）　自分たちの地域を流れ、飲料水として取水している川の生物を調べて飲み水を守ろう――埼玉県
の主婦を中心にしたグループが 3 年前から荒川の支流で、同県飯能市などを流れる名栗川で、川底
の生物を指標にした環境調査を続けている。 （毎日新聞 1993 年 4 月 16 日）
　　（2）　樽滝は高さ約 70 メートル、幅約 10 メートル。大正時代に樽川発電所が開設されるまでは、その
勇壮な姿で知られていた。しかし、発電用として樽川の水が大量に取水されることで、地図上から
も消える存在に。 （毎日新聞 1998 年 5 月 8 日）
「上質の水」を採水することもある。
　　（3）　また山梨での採水の歴史は古い。70 年以上も前の 1929 年に、堀内合名（現在の富士ミネラル
ウォーター）が下部町で採水して商品化を始めている。さらに、サントリーのように同県白州町に
ウイスキーの蒸留所があり、上質の水を採水する設備が整っていたケースもある。
 （毎日新聞 2003 年 11 月 17 日）
しかし、（4）が示すように、水で被害を受けることもある。
　　（4）　川沿いのホテルの前からも水は引き、駐車場も姿を見せたが、すぐ横のグラウンドは、水没して
いる。川から 200 メートルほど離れた住宅街も浸水し、民家が数軒ずつ取り残されたように水の上
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に浮かんでいる。付近の住民は泥をかいたり、家財道具の整理をするなど、懸命の復旧作業にあたっ
ていた。川沿いの田んぼも冠水したままで、今後も雨次第では、さらに被害が心配される。雲はか
なり低く垂れ込めており、まだ住民の不安が晴れるまでは、時間がかかりそうだった。
 （毎日新聞 1998 年 8 月 31 日）
本稿は、「漢語サ変動詞の意味・用法の記述的研究」の一部として、（4）で使われている「水没（する）」、「浸
水（する）」、「冠水（する）」の分析を試みる 1）。
１．「水没（する）」
　『明鏡国語辞典（第二版）』（大修館書店、2010）は、「水没」を「地上にあった樹木・建造物などが、水中
に沈んで見えなくなってしまうこと」と記述している。
　　（5）　昨年 5 月には渇水だった本栖湖は、当時より 8 メートル以上も湖面が上昇。樹木や看板が水没し、
浜辺も消えて湖畔道路から釣りざおを振る男性の姿も見られる＝写真、加古信志写す。
 （毎日新聞 1998 年 10 月 10 日）
　　（6）　米中西部を襲っている大洪水のテレビニュースに猫が登場した。人々がボートをこいで水没した
家から家へ。屋根の上に水を逃れた猫がしがみついている。何も食べていないからやせこけている。
だが三毛も黒も救出者を信頼しきって抱き取られていった。 （毎日新聞 1993 年 7 月 26 日）
水没して、完全に「見えなくなってしまう」こともあるだろうが 2）、そうでない場合もあるだろう。（6）で、
「屋根」は水に浸かっていない。「水没（する）」には、
　　（A）　水位の上昇による「水没（する）」
　　（B）　水中への移動による「水没（する）」
がある。どちらも「湖底」への水没であるが、（7）の「砂子瀬（すなこせ）小」は、ダムを建設することに
よって水没し、（8）の「軽ワゴン車」は、ダム湖に転落したことによって水没している。
　　（7）　青森県西目屋村の砂子瀬（すなこせ）小（内山倫慧校長）は全児童 25 人。岩木川にかかる津軽ダ
ムの建設で湖底に水没する運命にある。 （毎日新聞 1998 年 9 月 14 日）
　　（8）　滋賀県土山町大河原の国道 477 号で 4 日朝、4 人乗りの軽ワゴン車が野洲川ダム湖に転落した事
故で、行方不明になっていた兵庫県宝塚市米谷 2、店員、前野由香利さん（20）は同日午後 1 時 55 分、
水深約 20 メートルの湖底に水没していた車内から遺体で見つかった。 （毎日新聞 1998 年 7 月 5 日）
（7）の「水没（する）」は、（A）水位の上昇による「水没（する）」、（8）の「水没（する）」は、（B）水中
への移動による「水没（する）」である。（9）では、水位の上昇による水没に見せかけるために、土台をだ
んだん削って「家」を移動させている。
　　（9）　長身のフリーマンは「フラッド」について、「こんなにぬれた映画は初めてだったよ」と感慨を込
小　林　英　樹18
めて言う。撮影に使われたのは軍事基地で、戦闘機を作っていたというとてつもなく広いステージ。
ここに水没する町のセットが組まれた。水が増えるに従って、家が沈んでいくのだが、水の高さは
そのまま。スタッフが家の土台をだんだん削って水没するように見せたのだ。「まったく、あんなセッ
トは初めて見た」とフリーマンもあきれ顔の大仕掛けだった。 （毎日新聞 1998 年 9 月 4 日）
２．「浸水（する）」
　『明鏡国語辞典（第二版）』（大修館書店、2010）は、「浸水」を「物が水にひたること」、「水びたしになる
こと」、「また、大量の水が入りこむこと」と記述している。
　　（10）　診療所が設営された首都テグシガルパのコマヤグエラ地区は、川沿いに広がる商店・住宅・スラ
ム街だ。近郊の自治体も壊滅的な打撃を受け、約 30 あった病院・保健所は、医療機器が浸水して
機能しない状態となった。 （毎日新聞 1998 年 11 月 26 日）
　　（11）　この日寄せられた相談は「オートマチック車が駐車場で突然急発進して壁に激突した」＝会社員
（51）、「マンションの上階から水が流れ落ち、家具が浸水した。建物の欠陥ではないか」＝主婦（68）
＝など。弁護士ら約 30 人がボランティアで応対した。 （毎日新聞 1993 年 2 月 20 日）
（10）、（11）では、もの（「医療機器」、「家具」）が水に浸っている。
　　（12）　「バケツの水をひっくり返したような雨」というたとえがありますが、高知の豪雨はそれ以上で
した。あっという間に道路が冠水し、2 万棟を超える民家が浸水しました。
 （毎日新聞 1998 年 10 月 1 日）
　　（13）　大雨で浸水した道路＝新潟市上所中で 4 日午前 7 時半、上田泰嗣写す
 （毎日新聞 1998 年 8 月 4 日）　
　　（14）　川から 200 メートルほど離れた住宅街も浸水し、民家が数軒ずつ取り残されたように水の上に浮
かんでいる。 （毎日新聞 1998 年 8 月 31 日）
（12）～（14）では、「民家」、「道路」、「住宅街」が水浸しになっている。（15）では、船が浸水している。
　　（15）　「日和丸」は浸水し、乗組員全員救命ボートで脱出。15 日午前 0 時 35 分ごろ、通り掛かった愛
媛県越智郡波方町船籍の貨物船「ひので」＝大成平三船長、499 トン＝に救助されたが、司厨長、
見崎金一さん（61）が胸や肩などに打撲傷を負った。「日和丸」は衝突後間もなく沈没したという。
 （毎日新聞 1993 年 6 月 15 日）
（16）は、『明鏡国語辞典（第二版）』（大修館書店、2010）が「また、大量の水が入りこむこと」と記述して
いる「浸水（する）」だろう 3）。
　　（16）　鹿児島市では午後 5 時から 1 時間に 50 ミリの強い雨が降り、稲荷川、甲突川、新川などがはん
らんし、周辺の民家に浸水した。市防災対策本部は 6 日午後 6 時すぎ、テレビ、ラジオを通じ、周
辺住民に自主的な避難を勧告した。 （毎日新聞 1993 年 8 月 7 日）
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（12）と異なり、（16）では、「民家」がニ格で標示されている。
３．「冠水（する）」
　『明鏡国語辞典（第二版）』（大修館書店、2010）は、「冠水」を「洪水などで、田畑や道路が水をかぶるこ
と」と記述している。
　　（17）　ドイツなどで 2 日から 3 日にかけ暴風雨となり、ロイター通信の調べでは欧州で 6 人以上が死亡
した。ライン川などでは増水で多数の民家が冠水した。 （毎日新聞 2003 年 1 月 4 日）
　　（18）　秋の観光シーズンを迎えた富士五湖（山梨県）が、相次いだ台風や大雨の影響で、にわかに増水
している。冠水した道路が通行止めになったり、畑やグラウンドが水びたしになる被害が出始めた。
 （毎日新聞 1998 年 10 月 10 日）
　　（19）　3 日午後 4 時すぎ、鹿児島市内の甲突（こうつき）川が新上橋付近で 8・6 水害に続いて再びは
んらん。高麗町一帯が腰まで冠水した。 （毎日新聞 1993 年 9 月 4 日）
（17）～（19）では、「民家」、「道路」、「高麗町一帯」が水をかぶっている。これらは、浸水することもあるだ
ろう。
　　（20）　ライン川などでは増水で多数の民家が浸水した。
　　（21）　浸水した道路が通行止めになったり、……。
　　（22）　高麗町一帯が腰まで浸水した。
「冠水（する）」は、「浸水（する）」に似ているが、次のような違いがある。船は、浸水することはあっても、
冠水することはない。
　　（23）＊「日和丸」は冠水し、乗組員全員救命ボートで脱出。
　　　　 cf.「日和丸」は浸水し、乗組員全員救命ボートで脱出。
「冠水（する）」には、次のような用法はない。
　　（24）＊ ……、稲荷川、甲突川、新川などがはんらんし、周辺の民家に冠水した。
　　　　 cf. ……、稲荷川、甲突川、新川などがはんらんし、周辺の民家に浸水した。
「民家」をニ格で標示することはできない。
４．おわりに
　本稿は、（25）で使われている「水没（する）」、「浸水（する）」、「冠水（する）」の分析を試みた。
　　（25）　川沿いのホテルの前からも水は引き、駐車場も姿を見せたが、すぐ横のグラウンドは、水没して
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いる。川から 200 メートルほど離れた住宅街も浸水し、民家が数軒ずつ取り残されたように水の上
に浮かんでいる。付近の住民は泥をかいたり、家財道具の整理をするなど、懸命の復旧作業にあたっ
ていた。川沿いの田んぼも冠水したままで、今後も雨次第では、さらに被害が心配される。雲はか
なり低く垂れ込めており、まだ住民の不安が晴れるまでは、時間がかかりそうだった。（＝（4））
水に多くの関心を払うからだろうか、「水」を構成要素とする漢語サ変動詞は数多くある。
　　・〔水が V する〕という意味関係になっている「V 水（する）」
　　　　　出水（する）、増水（する）、漏水（する）、……
　　・〔水を V する〕という意味関係になっている「V 水（する）」
　　　　　採水（する）、取水（する）、貯水（する）、……
　　・〔水に V する〕という意味関係になっている「V 水（する）」
　　　　　着水（する）、潜水（する）、入水（する）、……
　　・〔水から V する〕という意味関係になっている「V 水（する）」
　　　　　離水（する）
　　・「水 V（する）」
　　　　　水泳（する）、水死（する）、水没（する）、……
（26）の「落水（する）」は、〔水が V する〕という意味関係になっている「V 水（する）」、（27）の「落水（す
る）」は、〔水に V する〕という意味関係になっている「V 水（する）」である。
　　（26）　佐原市は県が実施した橋の架け替えを機に落水施設の建設を計画し、94 年に完成させた。小野
川からくみ上げた水をパイプで橋の上に導き、橋の中央部から落水させる。午前 9 時から午後 4 時
まで 30 分おきに、約 5 分間、落水する。 （毎日新聞 1998 年 7 月 31 日）
　　（27）　証人として出廷したレース主催者・日本外洋帆走協会（東京都港区）の大儀見薫副会長は、命綱
を付けないで落水した 1 人を除く 13 人の死亡・行方不明は「マ号のバラストキール（船底の重し）
脱落と、たか号の転覆が原因。問題は、悪天候ではなく船体強度にあり、人災だが乗組員に直接の
責任はない」との見解を明らかにした。 （毎日新聞 1993 年 6 月 29 日）
「落水（する）」のように、分類をまたぐものもある。個々の漢語サ変動詞を詳細に分析していかなければな
らないが、手持ちの例が少ないものもある。今後の課題としたい。
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注1） 「漢語サ変動詞の意味・用法の記述的研究」の必要性については、小林（2005）を参照。
2）普段の「旧大川村役場や枯れ木」は、水中に沈んで全く見えないだろう。
　　［ 1 ］ 少雨の影響で、高知県の早明浦（さめうら）ダムは 11 日現在の貯水率が 34％（貯水量 4,999 万トン）まで低下した。
普段は水没している旧大川村役場や枯れ木が水面から顔を出し、乾いてひび割れた湖底が姿を見せている＝ 1 面
NEWSLINE に写真。 （毎日新聞 1998 年 9 月 12 日）
3） ［ 2 ］も、『明鏡国語辞典（第二版）』（大修館書店、2010）が「また、大量の水が入りこむこと」と記述している「浸水（す
る）」だろう。
　　［ 2 ］ 白石さんの艇は、日本からスタート地点まで回航させる途中で、船底のキールの取り付け部分が破損。大西洋横断
の第 1 レグで再び破損して、この部分から浸水する事故に見舞われた。艇に負担を与えないようにスピードを抑え、
海水をかき出しながらのレース。第 3 レグでは、高さ 7 メートルを超える高波で艇が横転したり、クジラがラダ （ーか
じ）に衝突して折れるトラブルもあった。 （毎日新聞 2003 年 2 月 13 日）
『使い方の分かる類語例解辞典（新装版）』（小学館、2003）は、「「浸水」は、「船底から浸水する」のように水が入り込む意味
でも用いられる」と述べている。
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